 eq \o\ad(上牧町の改革と市制の実現をめざして,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)　　　　　　第３３号　２００３年４月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀内英樹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を支持する会・発行

　　　　提言と公約（第１部２〜５面）　　 皆さんでお読みください。
　　　　３月議会の報告（第２部6〜8面）　便利な電話番号をお届けします。


（第１面）
七町合併、住民投票で！
福祉・安心の地域づくり！
議会を市民の手に！
　皆さんとともに！
ほりうちひでき
（ 非政党・市民派 ）

 eq \o\ac(\s\up 15(かね),金)のかけない選挙実行


（第２面）
（第1部）提言と公約
☆町議会選挙に挑戦します！

　 — 7町合併を推進し、福祉・安心の地域づくりを —
堀内英樹、何に取り組んだか

　8年前、“議会を市民の手に”と“金のかけない選挙実行”を掲げ、初めて議会に

送っていただきました。6年前、町長選挙に議員辞職して立候補、悪質な選挙妨害と

ひぼう中傷のなか、皆さんから熱いご支援を賜りました。4年前、“上牧町の改革“と

“市制の実現”をテーマに議員に再選いただきました。

日本は、かつて経験したことのない構造不況に見舞われています。少子高齢社会

が待ったなしにやってきました。上牧町でもその対応が迫られています。堀内英樹の

議会・活動報告「市民のこえ」（通算32号）を、町内全戸に3ヵ月に１度、欠かさず

お届けしてきました。そして合併・市制への移行、議会改革、情報公開、政治倫理、

交際費見直し、介護保険、障害者福祉、学校5日制、子育て支援、行財政改革など、

数々の提言と実行に取り組んできました。こんごの課題もたくさん残しました。

堀内英樹の初心と「4年間の通知簿」

　平成７年の「市民のこえ」創刊号に、堀内英樹の初心を次のように書いています。

『①私の行動や判断のよりどころは、議会の内外を問わず、すべてあたり前の
“市民感覚”でありたい。②“一般市民”の声や意見が、ありのまま議会や町政に
反映されるようにしたい。③“町民”とせずにあえて“市民”としたのは、一日も
早い市制の実現を図りたい。』と、今もこの想いは全く変わっていません。

　これが「市民派」と名乗る理由でもあります。「非政党」であるのは、政党・団体

の利益よりも住民の利益を重視したいからです。「無所属」とは意味が違うのです。

　堀内英樹「4年間の通知簿」は、100点満点で平均52点は、まだまだ実行不足で

あり、提言と公約の実現はなお道半ばです。初心に返るとともに、深い反省の上に、

三たび町議会選挙に挑戦することになりました。皆さんの力をお貸しください。

☆上牧町議会を改革、市民の手に！
　 ─ 議会は、民意を反映できないでいる？ ─

議会の役割、ますます拡大

　介護保険、障害者支援、子育て支援などの新しい行政サービスは、上牧町の事業

です。事業、予算、条例、公共料金など、議会の議決が必要です。７町合併の是非を

最終的に議決するのも上牧町議会です。税金の使い方を監視する大切な仕事もあり

ます。皆さんの日常生活や将来は、この4月27日に選ばれる議員の手にあります。


（第３面）
上牧町議会は、進歩したか？

　この4年間、上牧町議会も少しは変わりました。議会日程表の

配布、役場ロビーへのモニター中継、委員会の会議録作成、議会

だよりの編集、議会の情報公開など、開かれた議会への表向きの

改善は見受けられます。

　しかし、肝心の民意を反映し、議論を深め、町政を監視することでは、ほとんど

進歩していません。堀内英樹は、2件の請願書（教育施設の維持管理、町政30周年

記念事業見直し）を提出しましたが、十分な議論が行われないまま否決（部分採択を

含む、要望はほぼ実現）しました。

　上牧町議会は、民意を受け止め公開の場で議論することが、どうも“苦手”です。

議会は、いったい何のためにあるのでしょうか。

議員の資質向上と議会改革を提案する

　議員・議会に求められるのは、住民意見をいかに反映させるのか、住民の立場で

行政とどう向き合うかです。そのために、議員の資質向上と議会改革を提案します。

◆議員の資質向上を図るため、議員定数の削減と報酬改定を一体で。

◆政治倫理条例を改正し、議員の資産・所得公開を図る。

◆住民参加による議会運営や広報の改革を推進（議会ホームページの開設など）。

◆有権者による議員の勤務評価制度を導入し、結果を住民に公表。
◆町政への住民意見の反映を図るため、議会請願条例の制定を提案。
◆“議会を市民の手に”をテーマに、議員や仲間を一人でも増やす活動。

☆高齢・少子時代、今から備えを！
　　─ 10年後、上牧町人口は減少、4人に1人が高齢者に —
　人口予測によると、町人口は10年後から減り始めます。しかも高齢者（65歳以上）

が大幅に増え、若年者（14歳以下）は逆に減ります。高齢者が全人口に占める割合

は、10年後に4人に1人、20年後には3人に1人となります。

　その結果、我が町はどんな状況になるのでしょうか。税収は落ち込む一方、福祉

などの費用が膨らみます。借金しようにも、とっくに限度を超えています。これまで

通りの事業や予算を続けることは、とうてい不可能です。町財政は、ずっと縮小が

続く（家計も同じ）と予測しなければなりません。そこでどうするのか、公私ともに

“生活をスローダウン”し、根本から見直すことが必要ではないでしょうか。

　この“高齢・少子時代に、どう対応して行くのか”、これからの最大課題です。

町の事業や予算、市町村合併、保険・年金・医療の安心、高齢者・障がい者福祉の

拡充、手厚い教育・子育て支援、一日も欠かせない上下水道・ごみ、公共料金負担

など、皆さんの身近な暮らしを考えるうえで、すべてに共通する“鍵”です。

（第４面)
☆町公金の使い方、見直しませんか！

　　─ 住民生活の安心のために、住民意見の反映で ─

　町役場とはいったい何だろうか、皆さんはどのようにお考えでしょうか。

　私たちは、“公営のサービス業”だと考えます。住民は税金を納め、費用を負担

します。それに対し町役場は、住民が必要とするサービスを提供します。

　住民にとって住みよい安心の町かどうかは、“納める税金”と“受けるサービス”

の収支バランスによって決まります。主人公はあくまで住民であり、町長をはじめ

町職員は住民への奉仕者です。議員はいうまでもなく住民の代理人です。
　こうして見た上牧町は、どうでしょうか。残念ながらとうてい住みよい安心の町

とは言えません。介護保険や障がい者支援、子育てサポートなどが導入されたものの、
これからが本番の高齢・少子時代への備えは、まだまだできていません。

私たちは、町公金の使い方を、住民意見によって根本から見直すことを提案します。

◆役場の仕事を総点検し、住民意見の反映で町の事業とサービスを評価し直します。
　そのために、事業・サービスの一覧を公開し、住民意向調査の実施を提案します。
　優先順位を付け、住民の要望を事業計画や予算編成に反映させる方法です。

◆町運営の重要問題について住民投票を実施することを提案します。道路・公共
　建物などの大きな事業、5億円以上の借金、合併問題などの重要問題について、

　住民請求（6分の1以上）があれば実施できる住民投票（常設型）の条例化です。

☆道路・建物より、福祉・安心に重点を！

　限られた財源のなかで、住民の要望にどう優先順位をつければよいのでしょうか。

大きな予算を必要とする道路・建物などの“建設事業”をできるだけガマンし、福祉、

教育、子育て、環境などの“制度事業”に予算を重点配分することが必要です。

堀内英樹は、住民が安心できる施策に力点をおいて取り組みます。

◆高齢者の介護や生きがい、障がい者への支援や地域での暮らしの
　充実を図ります。

◆子育て支援を推進し、地域ぐるみ・隣近所の助け合いによる見守り
　を提案します。

◆教育施設の耐震工事の推進・維持管理を図り、学童保育の充実に
　取り組みます。

◆広域によるごみ焼却場の早期建設、リサイクルによるごみゼロ
　社会を目指します。

◆地域住民のふれあいを深め、防犯・防災に強い街づくりに取り
　組みます。

（第5面）
☆7町合併を積極推進！— 住民投票で最終決定を —
　合併による市制の実現は、堀内英樹の基本公約です。合併に利点もあれば問題点も

あります。最も大切なのは、高齢・少子社会に対応する“自治体の再構築”です。

　７町合併協議会を求める住民発議が行われましたが、賛否両論あってとうぜんです。

あらゆる情報や資料を住民にも公開し、納得行くまでキッチリと議論することが必要

です。財政支援も、交付税算定替えの活用など、必要最小限度に止めるべきです。

　最終的に、合併の是非は“住民多数の意志”で選択することが不可欠です。その

方法として、住民投票による住民の自己選択を提案します。

☆ eq \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps18 \o\ac(\s\up 22(かね),金)のかけない選挙実行！— 政治とカネを断絶 —
　選挙にはカネがかかるものとされ、それが国・地方ともに政治の腐敗・不信の原因

になっています。上牧町のカネをふんだんに使った汚い選挙は、全国的に有名です。

私たちは、こうした上牧町の選挙のあり方に待ったをかけます。

· 特別な選挙事務所は設営せず、酒食のもてなしや金品の提供は絶対しません。

· 連呼行為は行わず、街頭演説で「提言と公約」を訴えます。

· 候補者（予定者）による公開討論と選挙公報の発行を提案します。

· 選挙費用の出所から使い道に至るまで、皆さんにすべて公開します。

堀内英樹　あれこれ
・1937年、香芝市生まれ、65歳、畝傍高校、立命館大学経済学部卒業。
・西大和開発（株）に27年間勤務、西大和ニュータウンの街づくりに取り組む。
・民生児童委員（8年間）、桜ヶ丘1丁目自治会長（2年間）、町社協理事（3年間）。
・ホームヘルパー2級、介護保険市民オンブズマン講座修了、NHK学園介護福祉課卒。
・上牧町議会議員2期（約6年）、文教厚生委員長。予算・決算委員長を歴任。
・非政党・市民派、あくまで住民の立場から、議会改革と議員活動に取り組む。

堀内英樹　事務所・自宅
　　住　所：上牧町桜ヶ丘１−１８−１（桜ヶ丘1丁目西公園の南東角）

　　電　話：0745-32-0022、ファックス：0745-33-2258

　　電子メール： eq \o\ad(horiuti@lint.ne.jp,　　　　　　　　　　)
　　ホームページ　http://www.lint.ne.jp/~horiuti/siminnokoe.html

（第６面）
（第2部）3月定例議会の報告
　3月定例会は、6日から18日まで13日間の会期で開かれました。
上牧町15年度一般会計などの予算、介護保険条例の改正などが審議され、原案
通り賛成多数で可決しました。堀内は、一般会計予算に反対討論を行いました。
　一般質問では、15年度予算編成と行財政改革、合併協議会の運営、障がい者
支援費制度、個人情報保護条例など、取り上げましました。

☆一般会計予算の約3分の1、借金で調達・返済に充当
　◆15年度一般会計予算は、総額90億9,625.9万円と前年度比18.6億円増、
　　率にして25.7%増となりました。町税や地方交付税が大きく減収となった
　　にもかかわらず、常識では考えられない超大型予算が組まれました。

　◆歳入での町債（借金）が32.5%、歳出での公債費（返済と金利）が32.8%と
　　予算の約3分の1が借金で賄われ、それがそのまま返済と金利に消えます。

　　納税者・住民にとっては何とも“やりきれない”予算なのです。

☆町長「財政厳しいが、道路整備には積極的に取り組む」
　◆町長施政方針は「町債の借入残高は急増、構造的に厳しい状況」と認識、
　　それでも「道路整備は重要課題、積極的に道路整備に取り組む」でした。
　◆予算の中身は、基本的に従来手法による事業が継続されています。さらに
　　総事業費10億円近い住環境整備事業、つまり一般施策（特別措置法は
　　13年度で期限切れ）による小集落地区改良事業の継続が、新たに付け加え
　　られました。しかも住民に理解を求める十分な説明が、行われていません。
☆堀内「収入に合わせて、生活のスローダウンが必要」
　◆3月16日の一般質問では、長期的な視点からの行財政改革を“高齢・少子
　　社会への対応”と位置づけました。今後も縮小傾向にある町財政のなかで、
　　「福祉や教育など身近な住民生活にいかに予算を充てるか」が大切だと
　　主張しました。
　◆「時には、収入に合わせて生活のスローダウンが必要であり、家計も財政も
　　同じ」「借金を重ねてこれまで通りの生活（事業）を続けるのか」「家計は
　　返済能力で借り入れ限度が決まるが、自治体は制限がなく、行政の自制心
　　＝財政方針で限度が決まる」と指摘し、住民意見反映の提案もしました。
☆堀内英樹、一般会計予算案に初めて反対討論
　◆結局、町の考え方は「財政難であっても、道路建設など公共事業は継続」で
　　あり、植木等のスーダラ節「分かっちゃいるけど、止められない」でした。
　◆予算案には重要な事業も含まれていますが、「これでは、納税者・住民に
　　将来の責任が持てない」との理由で、緊張感をもって予算案に反対しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会議員　 eq \o\ad(堀内英樹,　　　　　　)

（第７面）

一般質問しました

3月定例議会の議案を受け取った時、一瞬目を疑いました。これは、
数字の間違いではないのか、と。全国自治体の予算が緊縮・減額と
なっているなかで、前年度比25%増額という無謀とも思える予算案
だったからです。「財政は構造的に厳しい」との認識を持ちながら、「住民要望による
継続事業は止められない」では、町政運営が180度逆を向いています。この予算しか
道がなかったのか、ほかに方法があったのではないのか、一般質問しました。（堀 内）
⑴15年度一般会計予算と今後の行財政改革について
　Ｑ歳入の町債、歳出の公債費は、予算総額の30%を越えている。無理を重ねた

　　財源調達ではないのか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（堀 内）
　Ａ臨時財政対策債については、交付税で後に返ってくるので活用した。借換債
　　なしには、今後の事業が全うできない。　　　　　　　　　　　（総務部長）
　　（ペガサス建設資金、14.6億円を借り換えて返済を繰り延べ、資金繰りか？）
　Ｑ15年度末の町債残高が175億円になる。町長就任から6年間で、借金が実に
　　48.5億円増、1.4倍にふくれ上がった。明らかに限度を超えているが‥
　Ａ確かに175億円は大きな数字であるが、これまでの事業の結果である。15年

　　をピークに減少するし、新規事業を考えながらやって行く。　　（総務部長）
　Ｑ住民の感覚は「大きな道路建設よりも今ある道路を手入れして欲しい。豊郷

　　（とよさと）町と同じく、ムダなカネを使って貰いたくない」である。
　Ａ見解の相違がある。私もムダなカネを使うことは考えていない。（総務部長）
⑵7町合併協議会の運営について
　Ｑ会議の原則公開、月例報告の発行、住民への資料提供、住民意向調査の実施、

　　最終的には是非を問う住民投票の導入を提案するが、どうか。
　Ａ会議の原則公開はとうぜんであり、協議会だよりやホームページを考える。
　　地区説明会の開催や住民意向調査も行われるべきである。　（企画創生部長）
　　大字説明をやり、最終的には住民投票が必要と考える。　　　　　　（町 長）
⑶障がい者支援費制度について
　Ｑ障がい者支援費制度への切り替えに伴う予算が組まれた。町の取り組みは‥
　　（施設訓練等支援費6,788.1万円、居宅生活支援費863.6万円など）
　Ａこの制度は、事業者から利用者へ十分な説明が義務づけられている。町と
　　しても、利用者に色んな情報が伝わるように努めたい。　　（住民福祉部長）
⑷個人情報保護条例の制定について
　Ｑ昨年9月議会で「個人情報保護条例を14年度中に制定する」と答弁があった。
　　その後の取り組みはどうか。
　Ａ6月議会までには条例案を作り、提出する。　　　　　　　　　（総務部長）


（第８面）
15年度予算、資料から見る

☆事業は、こんな財源で行われる —予算規模の大きい順で—
・文化センター改修事業3億5,667万円（町債3億3,120万円、一般財源2,547

　万円）公民館棟、リハーサル棟の増改築、備品など。総事業費5億3,080万円。
・焼却場火格子改良工事3億30万円（町債2億7,020万円、一般財源3,010万円）
　焼却炉の燃焼室修理、ガス冷却設備など改良。新焼却場建設が緊急の課題。
・住環境整備事業2億4,155万円（補助金8,084万円、町債1億3,080万円、
　一般財源2,990万円）道路、緑地等用地購入3,034.96㎡、家屋補償2件。一般
　施策による小集落地区改良事業の継続、総事業費9億6,742万円（5年計画）。
・友が丘公民館建設工事8,800万円（町債6,000万円、一般財源2,800万円）
　建築面積180㎡。隣接の友が丘憩の家はどうするのか、検討の余地あり。
・上牧小学校貯留浸透事業4,000万円（補助金1,300万円、町債2,430万円、
　一般財源270万円）。豪雨による下流域の水害防止事業。急ぐ事業ではない。
・バスＵターン場整備事業3,600万円（一般財源3,600万円）バスＵターン場、
　停留場の整備。舗装工事1,649㎡。バス利用増による便数の確保が今後の課題。
・桜ヶ丘新町線道路改良工事3,000万円（町債2,700万円、一般財源300万円）
　延長110ｍほか。今後も財政圧迫要因になり、都市計画道路の見直しが必要。
☆歳入は、構造的に悪化している —主要な三本柱の現状は—
・地方交付税は、国の削減方針もあって、年々減少している。
　　12年度29.8億円、13年度28.7億円、14年度27.1億円、15年度25.2億円
・町税は、高齢化や不況の影響で、遂に20億円を切る。
　　12年度20.9億円、13年度20.5億円、14年度20.3億円、15年度19.9億円
・町債は、財源難にありながらの事業強行で、予算総額の32.5%を占める。
　　12年度25.1億円、13年度17.3億円、14年度8.3億円、15年度29.6億円

	　　ホームページを公開しています

　　「市民のこえ」の電子版、みんなの広場として構成。
　　「市町村合併特集コーナー」を設け、さらに拡充中。

　　　　http://www.lint.ne.jp/~horiuti/siminnokoe.html

　    電　　 話    0745-32-0022
　　  ファックス    0745-33-2258　　議会議員　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(ほり),堀)　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(うち),内)　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(ひで),英)　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(き),樹)
　　  電子メール     eq \o\ad(horiuti@lint.ne.jp,　　　　　　　　　)　　　上牧町桜ヶ丘１-18-１


呼びかけ
・イラク戦争反対、戦争は最悪の解決手段！
・「非政党」＝住民の利益を重視・最優先に！
・七町合併協議会、一日も早く稼働させよ！
おことわり
　　古紙一〇〇％の再生紙を使っております。少し読みづらいですが、ご理解ください。
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　　　　　上牧町役場・上牧町議会　　　　　　　　　７６−１００１

　　　　　　片岡台出張所　　　　　　　　　　　　７３−５５０１
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　　　　　　中央公民館　　　　　　　　　　　　　７６−３６１０
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　　　　　　文化センター・ペガサスホール　　　　７８−９９００

　　　　　　第一町民体育館　　　　　　　　　　　７８−０１１８
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上牧町社会福祉協議会　　　　　　　　　　７６−６０９８
上牧町在宅介護支援センター　　　　　　　７９−５５７０

　　　　　上牧町シルバー人材センター　　　　　　　７９−２６５６
三室休日応急診療所　　　　　　　　　　　７４−４１００

町立上牧幼稚園　　　　　　　　　　　　　３２−０７００

片岡台幼稚園　　　　　　　　　　　　　　７３−１７００

町立上牧小学校　　　　　　　　　　　　　７７−２２００

　　上牧第二小学校　　　　　　　　　　　７３−１４８４

　　上牧第三小学校　　　　　　　　　　　７９−２３１０

　　上牧中学校　　　　　　　　　　　　　７６−５４７９

　　上牧第二中学校　　　　　　　　　　　７２−３７００

　　第一保育所　　　　　　　　　　　　　７６−１０００

　　第二保育所　　　　　　　　　　　　　７７−４０００

　　第三保育所　　　　　　　　　　　　　７３−８１５５

慈光保育園　　　　　　　　　　　　　　　７７−０２１５

西和警察署　　　　　　　　　　　　　　　７２−０１１０

　　上牧交番（服部台）　　　　　　　　　７６−３５２６

西和消防本部　　　　　　　　　　　　　　７３−１００１

　　南分署（桜ヶ丘）　　　　　　　　　　３２−０１７７

香芝郵便局 郵便課　　　　　　　　　　　 ７６−３５０１

ＪＲ西日本 王寺駅　　　　　　　　　　　 ７３−８６６０

奈良交通 西大和営業所　　　　　　　　　 ７３−１１２３

関西電力 王寺営業所　　　　　　　　　　 ７２−２０４９
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